
鎌倉で
「木」と
暮らす

　

北
鎌
倉
の
円
覚
寺
入
り
口

　

北
鎌
倉
の
円
覚
寺
入
り
口

の
、
以
前
手
洗
所
が
あ
っ
た

の
、
以
前
手
洗
所
が
あ
っ
た

場
所
に
休
憩
所
を
設
置
し
、

場
所
に
休
憩
所
を
設
置
し
、

隣
接
し
て
新
た
に
ト
イ
レ
を

隣
接
し
て
新
た
に
ト
イ
レ
を

増
築
す
る
工
事
が
昨
年
行
わ

増
築
す
る
工
事
が
昨
年
行
わ

れ
、
れ
、
1010
月
末
に
竣
功
し
た

月
末
に
竣
功
し
た
＝

写
真
写
真
。

　

同
寺
の
「
大
遠
諱
」
記
念

　

同
寺
の
「
大
遠
諱
」
記
念

事
業
の
一
環
で
、
建
物
の
老

事
業
の
一
環
で
、
建
物
の
老

朽
化
に
よ
る
建
て
替
え
と
バ

朽
化
に
よ
る
建
て
替
え
と
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
指
し
た

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
指
し
た

工
事
に
着
工
。
既
存
の
手
洗

工
事
に
着
工
。
既
存
の
手
洗

所
を
解
体
し
た
後
木
材
を
保

所
を
解
体
し
た
後
木
材
を
保

管
し
、
建
物
を
参
道
に
平
行

管
し
、
建
物
を
参
道
に
平
行

に
沿
う
よ
う
に
向
き
を
変
え

に
沿
う
よ
う
に
向
き
を
変
え

た
上
で
、
使
用
木
材
を
そ
の

た
上
で
、
使
用
木
材
を
そ
の

ま
ま
休
憩
所
に
再
利
用
し
て

ま
ま
休
憩
所
に
再
利
用
し
て

い
る
。

い
る
。

　

設
計
・
施
工
に
あ
た
っ
た

　

設
計
・
施
工
に
あ
た
っ
た

斉
藤
建
設（
鎌
倉
市
・
斉
藤

斉
藤
建
設（
鎌
倉
市
・
斉
藤

正
朗
社
長
）で
は
、
境

正
朗
社
長
）で
は
、
境

内
は
歴
史
的
風
土
特
別

内
は
歴
史
的
風
土
特
別

保
存
地
区
に
指
定
さ
れ

保
存
地
区
に
指
定
さ
れ

て
い
て
、
大
木
の
伐
採

て
い
て
、
大
木
の
伐
採

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
た

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
た

め
、
い
か
に
取
り
囲
む

め
、
い
か
に
取
り
囲
む

３
本
の
大
木
の
間
に
建

３
本
の
大
木
の
間
に
建

物
を
設
置
す
る
か
の
設

物
を
設
置
す
る
か
の
設

計
と
、
工
期
が
指
定
さ

計
と
、
工
期
が
指
定
さ

れ
て
い
た
の
で
短
期
間

れ
て
い
た
の
で
短
期
間

で
の
工
事
に
苦
心
し
た

で
の
工
事
に
苦
心
し
た

と
い
う
。

と
い
う
。

　

鎌
倉
市
内
在
住
の
早
稲
田

　

鎌
倉
市
内
在
住
の
早
稲
田

大
学
卒
業
生
ら
で
組
織
す
る

大
学
卒
業
生
ら
で
組
織
す
る

鎌
倉
稲
門
会
（
会
員
３
１
５

鎌
倉
稲
門
会
（
会
員
３
１
５

人
）
の
新
年
会
が
２
月
２
日

人
）
の
新
年
会
が
２
月
２
日

市
内
で
開
か
れ
た
。

市
内
で
開
か
れ
た
。

　

シ
ド
ニ
ー
稲
門
会
か
ら
２

　

シ
ド
ニ
ー
稲
門
会
か
ら
２

人
、
大
学
院
留
学
生
４
人
を

人
、
大
学
院
留
学
生
４
人
を

迎
え
、
応
援
団
の
現
役
生
や

迎
え
、
応
援
団
の
現
役
生
や

卒
業
卒
業
6060
年
以
上
の
大
先
輩
に

年
以
上
の
大
先
輩
に

も
声
を
掛
け
、
総
勢

も
声
を
掛
け
、
総
勢
9090
人
の
人
の

参
加
を
得
た
。
料
理
に
舌
鼓

参
加
を
得
た
。
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
懇
談
し
、
留

を
打
ち
な
が
ら
懇
談
し
、
留

に
煌
め
い
て

に
煌
め
い
て

い
た
。

い
た
。

　
「
浄
土
」。

　
「
浄
土
」。

中
央
に
鎮
座

中
央
に
鎮
座

し
て
い
る
釈

し
て
い
る
釈

迦
如
来
が
思

迦
如
来
が
思

わ
せ
た
の

わ
せ
た
の

か
、
そ
ん
な

か
、
そ
ん
な

言
葉
が
わ
い

言
葉
が
わ
い

て
き
た
。

て
き
た
。

　

水
彩　

　

水
彩　

3131

×
4141
㎝

　

２
月
の
初
め
に
東
慶
寺
を

　

２
月
の
初
め
に
東
慶
寺
を

訪
れ
た
。
ま
だ
小
さ
な
梅
の

訪
れ
た
。
ま
だ
小
さ
な
梅
の

蕾
が
、
強
い
北
風
に
耐
え
て

蕾
が
、
強
い
北
風
に
耐
え
て

い
た
。

い
た
。

　

去
年
の
３
月
に
ス
ケ
ッ
チ

　

去
年
の
３
月
に
ス
ケ
ッ
チ

し
た
時
に
は
ほ
ぼ
満
開
で
、

し
た
時
に
は
ほ
ぼ
満
開
で
、

仄
か
な
香
り
と
暖
か
な
色
が

仄
か
な
香
り
と
暖
か
な
色
が

境
内
を
満
た
し
て
い
た
。
観

境
内
を
満
た
し
て
い
た
。
観

梅
の
人
も
多
く
、
こ
れ
ま
た

梅
の
人
も
多
く
、
こ
れ
ま
た

境
内
を
満
た
し
て
い
た
。
片

境
内
を
満
た
し
て
い
た
。
片

隅
で
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
円
覚

隅
で
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
円
覚

寺
に
向
か
っ
た
。

寺
に
向
か
っ
た
。

　

円
覚
寺
の
大
鐘
堂
か
ら
展

　

円
覚
寺
の
大
鐘
堂
か
ら
展

望
す
る
と
、
東
慶
寺
は
暗
い

望
す
る
と
、
東
慶
寺
は
暗
い

森
に
囲
ま
れ
、
梅
林
が
陽
光

森
に
囲
ま
れ
、
梅
林
が
陽
光

学
生
を
交
え
て
の
中
国
語
同

学
生
を
交
え
て
の
中
国
語
同

好
会
の
合
唱

好
会
の
合
唱
＝
写
真

＝
写
真
、
福
引

、
福
引

な
ど
で
交
流
し
た
。

な
ど
で
交
流
し
た
。

　

同
会
は
、
新
年
会
や
地
引

　

同
会
は
、
新
年
会
や
地
引

網
な
ど
に
母
校
の
留
学
生
を

網
な
ど
に
母
校
の
留
学
生
を

招
き
、
日
本
の
生
活
・
文
化

招
き
、
日
本
の
生
活
・
文
化

の
体
験
や
、
会
員
と
の
交
流

の
体
験
や
、
会
員
と
の
交
流

を
通
し
て
充
実
し
た
留
学
生

を
通
し
て
充
実
し
た
留
学
生

活
を
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

活
を
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

願
い
、
活
動
し
て
い
る
。

願
い
、
活
動
し
て
い
る
。

　

留
学
生
は
、
こ
の
日
会
員

　

留
学
生
は
、
こ
の
日
会
員

の
案
内
で
円
覚
寺
、
建
長

の
案
内
で
円
覚
寺
、
建
長

寺
、
鶴
岡
八
幡
宮
、
小
町
通

寺
、
鶴
岡
八
幡
宮
、
小
町
通

り
な
ど
を
散
策
し
た
。

り
な
ど
を
散
策
し
た
。

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
参
加

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
参
加

し
た
シ
ド
ニ
ー
で
弁
護
士
を

し
た
シ
ド
ニ
ー
で
弁
護
士
を

し
て
い
る
ジ
ャ
ン
・
ヨ
ン
ソ

し
て
い
る
ジ
ャ
ン
・
ヨ
ン
ソ

ン
さ
ん
、
ム
ン
・
ミ
ソ
ン
さ

ン
さ
ん
、
ム
ン
・
ミ
ソ
ン
さ

ん
夫
妻
は
、「
大
学
院
卒
業

ん
夫
妻
は
、「
大
学
院
卒
業

後
1212
年
振
り
に
来
日
し
、
沢

年
振
り
に
来
日
し
、
沢

山
の
会
員
と
話
が
で
き
、
よ

山
の
会
員
と
話
が
で
き
、
よ

い
思
い
出
が
で
き
た
。『
都

い
思
い
出
が
で
き
た
。『
都

の
西
北
』
を
歌
い
涙
が
出

の
西
北
』
を
歌
い
涙
が
出

た
」
と
喜
ん
で
い
た
。
オ
マ

た
」
と
喜
ん
で
い
た
。
オ
マ

ー
ン
の
ア
ブ
サ
イ
デ
ィ
・
ユ

ー
ン
の
ア
ブ
サ
イ
デ
ィ
・
ユ

ー
セ
フ
さ
ん
は
、「
初
め
て

ー
セ
フ
さ
ん
は
、「
初
め
て

の
訪
問
で
鎌
倉
の
素
晴
ら
し

の
訪
問
で
鎌
倉
の
素
晴
ら
し

さ
に
感
激
し
、
日
本
料
理
や

さ
に
感
激
し
、
日
本
料
理
や

先
輩
方
と
の
交
流
、
福
引
も

先
輩
方
と
の
交
流
、
福
引
も

楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

ミ
ョ
ウ
・
リ
ン
さ
ん
（
中

　

ミ
ョ
ウ
・
リ
ン
さ
ん
（
中

国
）
か
ら
感
想
文
が
寄
せ
ら

国
）
か
ら
感
想
文
が
寄
せ
ら

れ
、「
先
輩
の
案
内
で
地
元

れ
、「
先
輩
の
案
内
で
地
元

の
人
な
ら
で
は
の
お
薦
め
ス

の
人
な
ら
で
は
の
お
薦
め
ス

ポ
ッ
ト
を
教
え
て
も
ら
っ

ポ
ッ
ト
を
教
え
て
も
ら
っ

た
。
古
い
建
築
物
に
日
本
文

た
。
古
い
建
築
物
に
日
本
文

化
と
中
国
文
化
の
融
合
を
感

化
と
中
国
文
化
の
融
合
を
感

じ
た
。
お
雛
様
飾
り
な
ど
日

じ
た
。
お
雛
様
飾
り
な
ど
日

本
独
自
の
文
化
、
武
家
文
化

本
独
自
の
文
化
、
武
家
文
化

に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
見

に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
見

学
を
満
喫
し
た
」
と
い
う
内

学
を
満
喫
し
た
」
と
い
う
内

容
で
、「
さ
よ
な
ら
で
は
な

容
で
、「
さ
よ
な
ら
で
は
な

く
、
ま
た
ね
、
鎌
倉
！
」
と

く
、
ま
た
ね
、
鎌
倉
！
」
と

締
め
括
ら
れ
て
い
た
。

締
め
括
ら
れ
て
い
た
。

　

「
第
５
回
か
ん
た
ん
救
命

　

「
第
５
回
か
ん
た
ん
救
命

法
講
習
会
」
が
鎌
倉
表
駅
商

法
講
習
会
」
が
鎌
倉
表
駅
商

友
会
（
荒
井
國
明
会
長
・
会

友
会
（
荒
井
國
明
会
長
・
会

員
約
１
０
０
人
）
の
主
催
で

員
約
１
０
０
人
）
の
主
催
で

１
月
１
月
2828
日
、
小
町
の
由
比
ガ

日
、
小
町
の
由
比
ガ

浜
整
骨
院
道
場
で
開
か
れ
た

浜
整
骨
院
道
場
で
開
か
れ
た

＝
写
真

＝
写
真
。
万
一
に
備
え
て
同

。
万
一
に
備
え
て
同

会
女
子
会
が
企
画
し
、
会
員

会
女
子
会
が
企
画
し
、
会
員

ら
十
数
名
が
参
加
。
講
師
は

ら
十
数
名
が
参
加
。
講
師
は

鎌
倉
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
６
人
が

鎌
倉
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
６
人
が

指
導
に
あ
た
っ
た
。

指
導
に
あ
た
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
さ
い
た
ま
市

　

は
じ
め
に
、
さ
い
た
ま
市

の
小
学
６
年
生
の
桐
田
明
日

の
小
学
６
年
生
の
桐
田
明
日

香
さ
ん
が
駅
伝
の
練
習
中
、

香
さ
ん
が
駅
伝
の
練
習
中
、

突
然
倒
れ
死
亡
す
る
と
い
う

突
然
倒
れ
死
亡
す
る
と
い
う

事
故
が
あ
り
、
同
じ
悲
し
み

事
故
が
あ
り
、
同
じ
悲
し
み

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
作

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
作

成
さ
れ
た
事
故
対
応
マ
ニ
ュ

成
さ
れ
た
事
故
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
「

ア
ル
「
Ａア

Ｓ
ス

Ｕ
Ｋ

カ

Ａ
モ
デ
モ
デ

ル
」
の
動
画
視
聴
が
あ
り
、

ル
」
の
動
画
視
聴
が
あ
り
、

死
戦
期
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

死
戦
期
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

胸
骨
圧
迫
の
説
明
や
実
演

　

胸
骨
圧
迫
の
説
明
や
実
演

な
ど
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
グ

な
ど
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
う
つ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
う
つ

ぶ
せ
の
状
態
か
ら
仰
向
け
や

ぶ
せ
の
状
態
か
ら
仰
向
け
や

横
向
き
に
寝
か
せ
る
練
習
、

横
向
き
に
寝
か
せ
る
練
習
、

胸
骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

胸
骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
な
ど
の
練
習
を
し
た
。

方
な
ど
の
練
習
を
し
た
。

　

参
加
者
は
「
実
技
指
導
も

　

参
加
者
は
「
実
技
指
導
も

あ
り
臨
場
感
が
あ
っ
た
」

あ
り
臨
場
感
が
あ
っ
た
」

「
毎
年
参
加
し
て
い
る
が
、

「
毎
年
参
加
し
て
い
る
が
、

忘
れ
る
部
分
も
あ
る
の
で
継

忘
れ
る
部
分
も
あ
る
の
で
継

続
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
大

続
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
大

切
と
思
っ
た
」
と
感
想
を
述

切
と
思
っ
た
」
と
感
想
を
述

べ
た
。

べ
た
。

　

第

　

第
2929
回
ロ
ー
タ
リ
ー
杯
少

回
ロ
ー
タ
リ
ー
杯
少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
２
月
３

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
２
月
３

日
笛
田
公
園
で
決
勝
戦
が
行

日
笛
田
公
園
で
決
勝
戦
が
行

わ
れ
、
湘
南
ル
ベ
ン
ト
Ｓ
Ｃ

わ
れ
、
湘
南
ル
ベ
ン
ト
Ｓ
Ｃ

が
山
崎
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
を

が
山
崎
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
を

１
対
０
で
破
り
優
勝
し
た
。

１
対
０
で
破
り
優
勝
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
鎌
倉
ロ
ー
タ

　

表
彰
式
で
は
鎌
倉
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
今
村
仁
会
長

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
今
村
仁
会
長

か
ら
賞
状
と
優
勝
カ
ッ
プ
が

か
ら
賞
状
と
優
勝
カ
ッ
プ
が

ル
ベ
ン
ト
の
キ
ャ
プ
テ
ン
に

ル
ベ
ン
ト
の
キ
ャ
プ
テ
ン
に

手
渡
さ
れ

手
渡
さ
れ
＝
写
真

＝
写
真
、
チ
ー
ム

、
チ
ー
ム

全
員
に
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

全
員
に
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会
員
か
ら
メ
ダ
ル
が
か
け
ら

会
員
か
ら
メ
ダ
ル
が
か
け
ら

れ
た
。
２
位
、
３
位
の
チ
ー

れ
た
。
２
位
、
３
位
の
チ
ー

ム
に
も
賞
状
と
メ
ダ
ル
が
贈

ム
に
も
賞
状
と
メ
ダ
ル
が
贈

ら
れ
た
。
今
村
会
長
か
ら

ら
れ
た
。
今
村
会
長
か
ら

「
今
後
も
大
会
を
支
援
し
て

「
今
後
も
大
会
を
支
援
し
て

い
く
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

い
く
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
鎌
倉
市
サ
ッ

　

そ
の
あ
と
、
鎌
倉
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
（
小
泉
親
昂
会

カ
ー
協
会
（
小
泉
親
昂
会

長
）
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
閉
会

長
）
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
閉
会

式
が
あ
り
、
Ｕ

式
が
あ
り
、
Ｕ
1111
の
Ｋ
リ
ー

の
Ｋ
リ
ー

グ
、
Ｕ

グ
、
Ｕ
1010
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

グ
の
表
彰
が
あ
っ
た
。

グ
の
表
彰
が
あ
っ
た
。

　

Ｕ

　

Ｕ
1111
は
１
位
湘
南
ル
ベ
ン

は
１
位
湘
南
ル
ベ
ン

ト
、
２
位
山
崎
Ｓ
Ｃ
、
３
位

ト
、
２
位
山
崎
Ｓ
Ｃ
、
３
位

西
鎌
倉
Ｓ
Ｃ
、
４
位
Ｆ
Ｃ
小

西
鎌
倉
Ｓ
Ｃ
、
４
位
Ｆ
Ｃ
小

坂
、
Ｕ

坂
、
Ｕ
1010
は
１
位
山
崎
Ｆ

は
１
位
山
崎
Ｆ

Ｃ
、
２
位
腰
越
Ｆ
Ｃ
、
３
位

Ｃ
、
２
位
腰
越
Ｆ
Ｃ
、
３
位

湘
南
ル
ベ
ン
ト
、
４
位
鎌
倉

湘
南
ル
ベ
ン
ト
、
４
位
鎌
倉

深
沢
Ｓ
Ｃ
で
、
各
々
に
賞
状

深
沢
Ｓ
Ｃ
で
、
各
々
に
賞
状

が
手
渡
さ
れ
た
。
小
泉
会
長

が
手
渡
さ
れ
た
。
小
泉
会
長

か
ら
指
導
者
、
保
護
者
へ
の

か
ら
指
導
者
、
保
護
者
へ
の

お
礼
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

お
礼
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

　

休
憩
所
は
地
下
鉄
筋
コ
ン

　

休
憩
所
は
地
下
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
・
地
上
木
造
の
平

ク
リ
ー
ト
・
地
上
木
造
の
平

屋
建
て
、
手
洗
所
は
木
造
平

屋
建
て
、
手
洗
所
は
木
造
平

屋
建
て
で
、
延
床
面
積
約
１

屋
建
て
で
、
延
床
面
積
約
１

７
７
㎡
。
女
子
ト
イ
レ
は
円

７
７
㎡
。
女
子
ト
イ
レ
は
円

状
の
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
に
し
、

状
の
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
に
し
、

開
閉
ス
ペ
ー
ス
を
小
さ
く
し

開
閉
ス
ペ
ー
ス
を
小
さ
く
し

て
内
部
の
広
さ
を
確
保
し
、

て
内
部
の
広
さ
を
確
保
し
、

車
イ
ス
対
応
の
ト
イ
レ
、
お

車
イ
ス
対
応
の
ト
イ
レ
、
お

む
つ
の
交
換
台
も
設
置
さ
れ

む
つ
の
交
換
台
も
設
置
さ
れ

て
い
る
。

て
い
る
。

　

休
憩
所
の
内
部
は
、
天
井

　

休
憩
所
の
内
部
は
、
天
井

が
高
く
、
落
ち
着
い
た
雰
囲

が
高
く
、
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
で
、
売
店
ほ
か
飲
み
物
の

気
で
、
売
店
ほ
か
飲
み
物
の

自
動
販
売
機
も
あ
り
長
椅
子

自
動
販
売
機
も
あ
り
長
椅
子

に
座
っ
て
お
茶
を
飲
め
る
よ

に
座
っ
て
お
茶
を
飲
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
寺
で
は

う
に
な
っ
て
い
る
。
寺
で
は

「
以
前
の
休
憩
所
は
野
ざ
ら

「
以
前
の
休
憩
所
は
野
ざ
ら

し
だ
っ
た
が
、
今
度
は
雨
露

し
だ
っ
た
が
、
今
度
は
雨
露

し
の
げ
る
の
で
、
当
寺
に
来

し
の
げ
る
の
で
、
当
寺
に
来

て
い
た
だ
き
、
一
服
し
て
ほ

て
い
た
だ
き
、
一
服
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

鎌
倉
の
町
並
に
あ
っ
た
家

　

鎌
倉
の
町
並
に
あ
っ
た
家

づ
く
り
を
め
ざ
す
戸
井
田
工

づ
く
り
を
め
ざ
す
戸
井
田
工

務
店
企
画
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー

務
店
企
画
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー

の
９
回
目
。
毎
月
そ
れ
ぞ
れ

の
９
回
目
。
毎
月
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
家
が
家
づ
く
り
を
ア

の
専
門
家
が
家
づ
く
り
を
ア

ド
バ
イ
ス
。
受
講
者
２
５
０

ド
バ
イ
ス
。
受
講
者
２
５
０

人
突
破
！　

好
評
で
す
。

人
突
破
！　

好
評
で
す
。

　

３
月

　

３
月
1616
日
の
第
３
部
で

日
の
第
３
部
で

は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
が
人
生
設
計
に
関

ラ
ン
ナ
ー
が
人
生
設
計
に
関

す
る
お
得
な
情
報
を
お
伝
え

す
る
お
得
な
情
報
を
お
伝
え

し
ま
す
。
ロ
ー
ン
の
組
み

し
ま
す
。
ロ
ー
ン
の
組
み

方
、
新
築
・
改
築
資
金
な
ど

方
、
新
築
・
改
築
資
金
な
ど

の
捻
出
法
な
ど
ほ
ん
の
少
し

の
捻
出
法
な
ど
ほ
ん
の
少
し

知
識
を
増
や
す
だ
け
で
、
家

知
識
を
増
や
す
だ
け
で
、
家

づ
く
り
が
大
き
く
変
わ
り
ま

づ
く
り
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
す
。
増
税
前
に
ぜ
ひ
ご
参
加

増
税
前
に
ぜ
ひ
ご
参
加

を
！
を
！

　

３
月

　

３
月
1616
日
（
土
）
午
前

日
（
土
）
午
前
1010

時
、戸
井
田
工
務
店（
大
町
）。

時
、戸
井
田
工
務
店（
大
町
）。

参
加
無
料
、
要
事
前
申
込
。

参
加
無
料
、
要
事
前
申
込
。

申
込
・
問
合
せ　

戸
井
田
工

申
込
・
問
合
せ　

戸
井
田
工

務
店　

鎌
倉
市
大
町
５
―
５

務
店　

鎌
倉
市
大
町
５
―
５

―
９
☎
０
４
６
７
・

―
９
☎
０
４
６
７
・
2424
・
７
・
７

７
７
７
、
メ
ー
ル

７
７
７
、
メ
ー
ルinfo@

info@

kam
akura-stand

ard
.

kam
akura-stand

ard
.

com
com

　

■
日
向
建
設

日
向
建
設　
　

鎌
倉
市
大
船
１
―

　
　

鎌
倉
市
大
船
１
―
1515
―
３
―
３

　

☎

　

☎
０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
4747
・
５
４
５
４

・
５
４
５
４　

 http://www.hyuuga.co.jp
http://www.hyuuga.co.jp

　

部
屋
や
廊
下
を
板
で
仕
上
げ

　

部
屋
や
廊
下
を
板
で
仕
上
げ

る
場
合
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

る
場
合
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
木
造
住
宅
の
場
合
、
家
の

う
。
木
造
住
宅
の
場
合
、
家
の

中
は
人
や
家
具
な
ど
重
い
物
が

中
は
人
や
家
具
な
ど
重
い
物
が

沢
山
入
っ
て
き
ま
す
の
で
当
然

沢
山
入
っ
て
き
ま
す
の
で
当
然

下
地
の
骨
組
み
は
し
っ
か
り
造

下
地
の
骨
組
み
は
し
っ
か
り
造

ら
れ
て
い
ま
す
。

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
少
し
前
ま
で
は
そ

　

し
か
し
、
少
し
前
ま
で
は
そ

の
骨
組
み
に
直
接

の
骨
組
み
に
直
接
1212
㍉
の
合
板

㍉
の
合
板

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
が
貼
ら
れ
て
い

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
が
貼
ら
れ
て
い

る
の
を
目
に
し
ま
し
た
。
新
し

る
の
を
目
に
し
ま
し
た
。
新
し

い
う
ち
は
強
さ
も
あ
り
問
題
は

い
う
ち
は
強
さ
も
あ
り
問
題
は

起
き
な
い
の
で
す
が
、
経
年
す

起
き
な
い
の
で
す
が
、
経
年
す

る
と
ミ
シ
ミ
シ
音
が
し
た
り
、

る
と
ミ
シ
ミ
シ
音
が
し
た
り
、

フ
ワ
フ
ワ
し
た
り
し
て
不
安
が

フ
ワ
フ
ワ
し
た
り
し
て
不
安
が

募
り
始
め
ま
す
。

募
り
始
め
ま
す
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
様
に
強
度

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
様
に
強
度

の
有
る
下
地
は
別
で
す
が
、
そ

の
有
る
下
地
は
別
で
す
が
、
そ

う
で
な
い
場
合
は
根
太
組
を
太

う
で
な
い
場
合
は
根
太
組
を
太

く
、
細
か
く
入
れ
、
強
度
の
あ

く
、
細
か
く
入
れ
、
強
度
の
あ

る
厚
い
板
を
下
地
に
し
ま
す
。

る
厚
い
板
を
下
地
に
し
ま
す
。

そ
の
上
に
仕
上
げ
の
希
望
の
板

そ
の
上
に
仕
上
げ
の
希
望
の
板

を
貼
れ
ば
良
い
の
で
す
。

を
貼
れ
ば
良
い
の
で
す
。

　

予
算
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が

　

予
算
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が

基
本
は
無
垢
材
で
す
。
本
物
の

基
本
は
無
垢
材
で
す
。
本
物
の

持
つ
味
わ
い
は
他
に
勝
る
も
の

持
つ
味
わ
い
は
他
に
勝
る
も
の

は
有
り
ま
せ
ん
。
使
う
場
所
に

は
有
り
ま
せ
ん
。
使
う
場
所
に

工
夫
を
す
れ
ば
黒
檀
・
紫
檀
・

工
夫
を
す
れ
ば
黒
檀
・
紫
檀
・

鉄
刀
木
・
黒
柿
等
の
贅
沢
品
も

鉄
刀
木
・
黒
柿
等
の
贅
沢
品
も

よ
い
で
す
し
、
花
梨
・
チ
ー
ク

よ
い
で
す
し
、
花
梨
・
チ
ー
ク

等
の
高
級
品
も
よ
い
で
し
ょ

等
の
高
級
品
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
う
。

　

一
般
的
に
は
桧
・
杉
・
パ
イ

　

一
般
的
に
は
桧
・
杉
・
パ
イ

ン
等
が
使
わ
れ
ま
す
。
材
木
の

ン
等
が
使
わ
れ
ま
す
。
材
木
の

値
段
は
、
木
の
種
類
と
産
地
に

値
段
は
、
木
の
種
類
と
産
地
に

よ
っ
て
違
い
、
長
さ
・
太
さ
・

よ
っ
て
違
い
、
長
さ
・
太
さ
・

厚
さ
で
区
別
さ
れ
、
節
が
あ
る

厚
さ
で
区
別
さ
れ
、
節
が
あ
る

も
の
と
、
な
い
も
の
に
よ
っ
て

も
の
と
、
な
い
も
の
に
よ
っ
て

分
け
ら
れ
、
合
板
な
ど
と
は
違

分
け
ら
れ
、
合
板
な
ど
と
は
違

い
希
少
価
値
に
よ
っ
て
決
ま
り

い
希
少
価
値
に
よ
っ
て
決
ま
り

ま
す
。
パ
イ
ン
等
で
節
を
嫌
が

ま
す
。
パ
イ
ン
等
で
節
を
嫌
が

ら
な
け
れ
ば
、
合
板
フ
ロ
ー
リ

ら
な
け
れ
ば
、
合
板
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
と
同
じ
位
の
値
段
で
貼
る

ン
グ
と
同
じ
位
の
値
段
で
貼
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
と
も
で
き
ま
す
。

1919
「
東
慶
寺
春
光
」

黒
川　

明

連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
９
回

連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
９
回

第
３
部　

永
く
住
み
続
け
る
た
め
の

第
３
部　

永
く
住
み
続
け
る
た
め
の

夢
の
マ
イ
ホ
ー
ム
実
現
セ
ミ
ナ
ー

夢
の
マ
イ
ホ
ー
ム
実
現
セ
ミ
ナ
ー

〜
快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る

〜
快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る

 

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
〜

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
〜

〜
家
づ
く
り
は
幸
せ
づ
く
り
、
幸
せ
な
人
生
を

〜
家
づ
く
り
は
幸
せ
づ
く
り
、
幸
せ
な
人
生
を

楽
し
む
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
〜

楽
し
む
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
〜

終
の
棲
み
家
を
考
え
る

終
の
棲
み
家
を
考
え
る

内
装
―
床
板
編

内
装
―
床
板
編

59

休
憩
所
・
手
洗
所
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

休
憩
所
・
手
洗
所
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

北
鎌
倉
・
円
覚
寺

北
鎌
倉
・
円
覚
寺

万
一
に
備
え
て

万
一
に
備
え
て

救
急
法
講
習
会

救
急
法
講
習
会

鎌
倉
表
駅
商
友
会

鎌
倉
表
駅
商
友
会

湘
南
ル
ベ
ン
ト
が
優
勝

湘
南
ル
ベ
ン
ト
が
優
勝

少
年
サ
ッ
カ
ー

少
年
サ
ッ
カ
ー

ロ
ー
タ
リ
ー
杯

ロ
ー
タ
リ
ー
杯

留
学
生
に
日
本
文
化
の
体
験
を

留
学
生
に
日
本
文
化
の
体
験
を

鎌
倉
稲
門
会
理
事
長　

鎌
倉
稲
門
会
理
事
長　

兵
藤
芳
朗

兵
藤
芳
朗

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

 
 
 
 
 

 
 
 

２０１９年（平成３１年）３月１日 第480号 1部　108円 （８）


